
木造住宅の耐震診断と補強方法 正誤表（初版第７刷用） 

 

p.21 

図 3.1 下から１行目 

誤 (c)総合評点 

正 (c)総合評価 

p.49 

下から４行目 

誤 また、K2,K5,K6は、Rf,、Rf2が小さい・・ 

正 また、K2,K5,K6は、Rf1、Rf2が小さい・・ 

p.64 

図 4.3 

誤 

正 

p.81 

下から１行目 

誤 表 4.27に、告示 1793 号による地盤種別を示した。 

正 表 4.27に、S55 建設省告示 1793 号による地盤種別を示した。 

p.89 

(6)必要耐力の算定 

 表中 3行 6列目 

誤 34 

正 34’ 

p.103 

下から４行目 

誤 ７の 1/2 です。 

正 7×10 の 1/2 です。 

p.104 上から 14 行目

と 15 行目の間に挿入 
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p.104 

上から 16 行目 

誤 36＝30×31×33×34×35。 

正 36＝30×31×32×33×34’×35。 
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下から 12 行目 
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下から 1行目 

誤 00.11 bs  

正 88.01 bs  
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上から４行目 
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p.243 

下から 1行目 

誤 1Ps 209.67 

正 1Ps 181.96 

p.244 

下から 1行目 

誤 2Ps 79.64 

正 2Ps 78.61 

p.244 

下から３行目 

誤 １層 =安全限界耐力/1 階より上に作用する地震力の合計 0.30 

正 １層 =安全限界耐力/1 階より上に作用する地震力の合計 0.34 
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上から７行目 

誤 

 
正 

 
p.259 

下から８行目 

誤 屋根勾配  ＝30° 

正 屋根勾配  ＝20° 
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上から８行目 
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